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頑健な B0 決定を示すことが明らかとなった。様々な刺激に対して正確に B0 を判断するモデル細胞の周囲
変調領域の構造を解析したところ，その構造が生理実験によって報告されている構造と一致する傾向がある
ことが判った。これらの結果は，周囲変調効果が初期視覚系の B0 決定の本質的なメカニズムであることを
支持するものである。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本論文は，2000 年に生理学的に発見された初期視覚皮質の神経細胞が示す境界所有選択性に関する計算
論的研究である。この選択性が周辺変調によるとの仮説を新たに提案し，これを計算論的に検討した。特に，
刺激に関わらず一貫した境界所有を示す性質が周辺変調によって再現されることを示した点に，新規性・有
用性があると認められる。さらに本論文は，高い一貫性をしめす細胞モデルの周辺構造を解析し，その構造
が生理学的に知られる周辺変調と同様の性質を持つことを示している。このことは，境界所有選択性が周辺
変調に基づくという提案仮説を強く支持している。以上のように，本論文には新規性・有用性が認められ，
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さらに提案する仮説を合理的な論理によって検証しているものと認められ，博士論文として十分な内容を擁
していると判断できる。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
